
浅川：この座談会は､ 研究所年報39号の特別企

画として計画させていただきました｡ 36号のと

きにも ｢これまでの研究所､ これからの研究所｣

という座談会がありましたが､ それと同じ趣旨

の企画ですので､ 第２弾ということになりましょ

うか｡ 今年度で退任される橋本茂先生､ それか

ら吉原功先生､ 橋本敏雄先生の３人にお越しい

ただきました｡ 先生方お忙しい中､ お時間を割

いていただきましてありがとうございました｡

３人の先生方は､ いずれも研究所に対して深

く､ 長いかかわりをもっておられます｡ そして､

我々が存じ上げない初期の大規模な総合的地域

調査の経験もなさっておられます｡ そういった

貴重な経験をぜひ年報の誌上に残していただき

たいという思いから､ この座談会を企画させて

いただきました｡ ３名の先生方はいずれも社会

学科の先生方なので､ 相談・研究部門の研究員

である社会福祉学科の大瀧敦子先生にもお越し

いただき､ 座談会に加わっていただくことにな

りました｡

社会学部は2005年度に40周年を迎えたわけで

すが､ 研究所は､ 文学部社会学科のときに家庭

福祉研究所ができて､ そこから数えると今年は

60周年ぐらいにあたり､ 非常に長い歴史があり

ます｡ まずは､ 研究所の思い出や経験をお話し

いただければありがたいです｡

社会学部付属研究所の歴史と思い出

橋本 (敏)：そこまで古くないですね｡ 茂さん

ぐらいでしょう｡

橋本 (茂)：僕が明治学院大学に赴任したのは

昭和43年 (1968年) で､ この頃から大学は紛争

に巻き込まれ､ 研究所も大きく変わろうとして

いたときであったように思います｡ 僕は学生を

終わって教師になった途端に吊るし上げられて､

何が何かわからない状態で教師生活が始まりま

した｡ 69年に大学は本格的な紛争に入り､ まず､

大学は学生によって､ 次には大学当局によって

封鎖されるような状態になり､ 授業もできない

ような状態になりました｡

橋本 (敏)：僕が来たのは72年で､ そのときは

もう､ ｢社会学部付属研究所｣になっていました｡

浅川：茂先生は郡山で行われた大規模な地域調

査に参加なさったのですか？

橋本 (茂)：郡山の調査には就職してすぐに参

加し､ 続いて､ 君津の調査にも参加しました｡

調査報告も書いています｡

橋本 (敏)：郡山調査は､ 僕がまだ明学に来る
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前のことです｡

吉原：僕も来ていない｡ 僕は70年ですけど､ 君

津調査が始まるときかな｡

橋本 (茂)：70年ごろ､ それまでの福祉学科主

体の家庭福祉研究所から､ 学部主体の社会学部

付属研究所に生まれ変わったと思います｡ その

新しく生まれた体制のもとで､ 学部を挙げて､

君津調査が始まったのではないでしょうか｡

浅川：郡山調査は､ どのくらいの規模でなされ

たのでしょうか｡ また調査期間はどれくらいの

長さだったのでしょうか｡

橋本 (茂)：それは研究所の最大の調査プロジェ

クトであったと思います｡ その報告書に ｢本誌

の刊行に､ ４年間にわたる本学研究スタッフの

チームワークを組んだ｣ と書いてあります｡

浅川：それでは､ 君津調査には何人ぐらいのス

タッフが行かれたのですか？

吉原：当時のスタッフはほとんど全員行きまし

た｡

橋本 (敏)：グループに分けましたね｡ 地域班

とか福祉班とかいろいろ分かれて､ それぞれの

グループの班長は決まっていました｡ 私の班は

地域班で､ 亡くなられた川本彰先生が班長でし

た｡

吉原：私の班は､ 三浦 (恵次) 先生がリーダー

だったと思います｡

橋本 (茂)：地域班で､ 僕は地域開発のリーダー

シップをとった方を訪ねてインタービューしたこ

とを覚えています｡ あのような学部挙げてのプ

ロジェクトはここしばらく無理かもしれません｡

浅川：逆に言えば､ そのころはどうしてそうい

う大規模な研究プロジェクトができたんでしょ

うね｡

橋本 (茂)：皆が従う強力なリーダーがいたか

らだと思います｡

橋本 (敏)：そういうこともあったかもしれま

せんが､ 自分の勝手な推測になると思いますが､

研究所としてまとまった研究成果を発表するべ

きじゃないかということが郡山以来あって､ 専

門がいろいろだけれども､ 逆にいろいろあるの

を生かして総合的な調査研究をしようというこ

とはあったと思います｡ 館先生が所長でした｡

橋本 (敏)：郡山のときは､ 所長はどなたでし

たか｡

橋本 (茂)：元吉先生だった｡

橋本 (敏)：君津のあと､ 君津ほど大勢の参加

はありませんでしたが､ そういうものを目指し

て､ 原田先生が中心になって丹後の調査を始め

たけれども､ 全体としてはまとまらずに終わっ

てしまいました｡ それ以来ないですね｡

浅川：その後､ 大規模な調査はないんですね｡

橋本 (敏)：小グループのプロジェクトに分か

れていく｡

橋本 (茂)：個別的な調査ですね｡

橋本 (敏)：それもなくなって､ 個人の研究に

プロジェクト予算を出すようになったのはいつ

頃からですかね｡

吉原：それは比較的最近というか､ 80年代の中

ごろじゃないかな｡

橋本 (茂)：でも｡ そういうことができる時代

もあったんだと､ 懐かしくなります｡ その人が

提案すれば､ 皆従うというボスがいたんだね｡
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大規模な地域調査の実績

浅川：吉原先生は､ 郡山調査や君津調査にはあ

まり参加されていなかったのですか？

吉原：最初は君津の調査に参加しましたが､ ま

とめる段階ではフランスに滞在していたので､

書いていないんです｡ わけもわからずに､ ｢と

にかく来い｣ と言われて､ 君津駅までどうやっ

ていくんだろうと時刻表を調べた記憶がありま

す｡

橋本 (敏)：僕は､ 当時ワープロなどありませ

んから､ 手書きの調査票作成のほか､ 学生調査

員の手配､ インストラクションから旅館の手配

まで､ 随分やらされた覚えがあります｡

橋本 (茂)：そこまでやってたんですか｡

橋本 (敏)：はい｡

吉原：学生も参加したんだ｡

浅川：報告書には ｢大学院生｣ と書いてありま

したね｡

吉原：大学院生は行ったよね｡

橋本 (敏)：大学院生は記憶にないから､ どこ

かの班についていたのでしょう｡ 僕のところに

はいませんでした｡

橋本 (茂)：そうなんだ｡ 八幡製鉄の労働者と

その家族が移ってきたんだね｡ 君津に大きな団

地を建てて､ そこにそのまま入った｡ 君津の町

で八幡弁が主流になったという時代でした｡ 今､

新日鐵は昔の勢いがありませんが､ われわれの

ころは､ まだ溶鉱炉の火は赤々とすべて燃えて

いた｡ それがだんだん消えていくんですね｡ し

かし､ 今また､ すこしずつ復活しているようで

すね｡ できれば､ もう一度みんなで君津を調査

して､ 私たちの調査結果と比較したら面白いか

もね｡ 30年後の君津の予期せぬ現実を見ること

になるでしょうね｡

浅川：そうですね｡ もし､ 今､ 先生が君津に行っ

たら､ どんなところに興味を持ちますか｡

橋本 (茂)：あのころは､ 漁業中心の小さな町

であった君津が､ 日本を代表する工業都市とし

て大きく成長し､ 豊かになるであろうと､ 地域

の住民も調査した私たちも楽観していたように

思います｡ だからこそ､ この30年間で､ どのよ

うな現実が生まれたかを知りたいですね｡ また､

九州から移住してきた人々がどのように君津住

民へとかわっていったかをも知りたいですね｡

浅川：基幹産業が斜陽になってきたという大き

な社会変動の中で､ 住民がどう考えるのかとい

うことですね｡

橋本 (茂)：そう｡ いつまでも発展していくぐ

らいに思っていた｡ 住民もそうだったと思いま

す｡

浅川：それはそうですよね｡

橋本 (敏)：僕はそういうふうには思わなかっ

た｡ これは大変なことになるなと思った｡

浅川：予期しておられたんですか｡

吉原：どうして八幡から君津に移ったの？

橋本 (茂)：どうしてだろうね､ いい港がある

とか､ 東京に近いとかいろいろ・・・｡

橋本 (敏)：高度成長の後半頃から首都圏の需

要が拡大し､ 八幡にいたのでは立地上不利だと

いうことで､ 東京に近いところを探していると

きに､ 社長と関係のある人があの辺にいて､ そっ

ちからアプローチしたようです｡

吉原：僕は､ 学生時代､ 八幡製鉄が盛んに稼動

しているときに八幡に行ったことがあります｡

地上は人が見える程度に明るいんですけど､ と

にかく空が真っ黒でびっくりしたことを覚えて

います｡

橋本 (茂)：それは昭和何年ですか｡

吉原：30年代後半ですね｡

橋本 (茂)：まだ公害の観念が薄い時代ですよ

ね｡ 反対運動は？

吉原：いや､ もうすごい公害だったと思うけど､

騒ぐことはなかった｡

橋本 (茂)：やはり､ なかったんですね｡
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吉原：まだ公害なんていうのは・・・｡

浅川：概念として登場していないですね｡

橋本 (茂)：むしろもうもうと出る煙を誇りに

していた時代だね｡

浅川：汚染はされても｡

吉原：まだ貧乏ですから｡ 東京オリンピック以

降少しずつ生活が豊かになっていく｡ あの真っ

黒な都市が千葉県にできるのかという思いで君

津の町を歩きました｡ だけど､ その後そういう

ふうにならないんだよね｡ 製法が変わるわけで

しょう｡

橋本 (敏)：八幡製鉄が新日鐵としてあそこに

入ってきたときには､ 新しい精錬技術で､ 公害

についてはかなり配慮されていました｡ 明学の

君津調査に入る少し前に別の調査で新日鐵の従

業員の調査をした折､ 工場の中も見学しました

が､ 非常にオートメ化された工場で､ ほとんど

無人の状態でした｡ その当時は､ 需要が圧延と

いう平らな鉄板と､ それを管としてスパイラル

に巻いていく工程が自動化されていました｡

吉原：八幡がそういう状態だったのは､ 石炭の

せいだと思います｡ 石油へのエネルギー政策の

転換があって､ 三井･三池炭鉱の大闘争が60年

安保の直前に展開される｡ 戦後労働運動の総決

算ともいえるこの大闘争と安保闘争を押さえ込

んで高度経済成長政策がはじまる｡ 各地に公害

を生みながらであるけれど問題化されたのは60

年代末だった｡

橋本 (茂)：エネルギー源としての石炭から石

油に代わったときですね｡

吉原：日本の鉄鋼業はどういう状況なのかな｡

橋本 (敏)：かつては ｢鉄は国家なり｣ なんて

言われてましたね｡

吉原：当時はね｡ 新日鐵や八幡製鉄に就職でき

たといったら､ 大威張りでしたからね｡

橋本 (茂)：当時､ 僕の友達が課長をしていま

した｡ やはり､ もう一度調査してみたいですね｡

浅川：そうですね｡ そのころ､ 福祉の先生たち

はどういう切り口でここに入ったんでしょうか｡

吉原：確か三和先生が中心でしたよね｡

浅川：岩本先生は､ ｢企業都市研究の現状と問

題｣ という章を執筆されています｡

橋本 (敏)：君津市の社会福祉行政というので､

三和先生が中間報告をしている｡ それから､ 君

津・木更津地区における養護児童について､ 畠

山先生が中間報告を書いています｡ また高野先

生は､ ｢君津市の生活保護階層｣ について書い

ている｡

吉原：河合 (克義) 先生も ｢君津市における住

民福祉の現状と問題点｣ を書いておられます｡

浅川：君津調査をやって､ 茂先生はどうでした

か｡ それが今にすごく影響しているということ

はありますか？

橋本 (茂)：特に影響というのはない｡ 僕は､

調査はこの二つぐらいしかやっていないわけで

す｡ ただ､ その後の君津にはやっぱり関心を持っ

ています｡ 新日鐵が斜陽化したあと､ あそこに

住んでいる人々がどんな状況にあるのか｡ 建物

も40年たって､ 狭く古くなっているし､ それが

どう変わっているのか｡

新日鐵の勢いが落ちた頃に､ 千葉と東京を繋

ぐ橋ができたけど､ 遅すぎたと思います｡ 私た

ちが調査していた頃､ 君津市役所を中心に､ 横

断橋建設の運動が活発に行われていました｡ 橋

の建設は時機を逸したように思います｡ こんな

話をしているうちにいろいろなことが思い出さ

れます｡ 一緒に調査した先生の多くは亡くなら

れています｡ 僕にとって奉職早々の調査地でも

あったせいか､ 君津をもう１回調査してみたい

ですね｡

浅川：そうですね｡ 敏雄先生はいかがですか｡

橋本 (敏)：多分今と違うかもしれないけど､

そういう意味では､ 先々いくつかの問題点が挙

がっている｡ この時代は､ 君津に限らず､ あち
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こちで地域開発をして企業が進出していますが､

いわゆる戦前からの企業城下町的な展開は多そ

うで案外少なくて､ そういう展開は､ 君津やそ

のほかでもそんなには見られません｡ それだけ

に､ そういうものを期待した住民の部分という

のがあると思うんですけれど､ どうもそうはな

らないんじゃないかというのが､ 僕のそのとき

の思いでした｡ ｢住民の利益にもなりますよ｣

という入り方で､ 結局は住民が置き去りにされ

るのではないかという心配がありました｡

その時､ 既に農地を宅地に転換したり､ 漁業

権を放棄したりというのが､ この地域の状況で

した｡ 僕らが君津調査に入った時点で､ 漁民は

漁業権譲渡をして､ せっかく得た補償金を持ち

崩して､ 生活破壊が一部起こり始めていました｡

そういうことが､ 現在どうなっているか｡

橋の問題も確かにありました｡ その橋ができ

れば､ また一層豊かになるという幻想もありま

した｡ そのころは､ 君津や木更津がやっていた

わけです｡ ところが実際に橋が架かったのは富

津じゃないですか｡ 橋が架かった位置もちょっ

とずれました｡ しかも架かってはみたけれど､

今､ ほとんど利用価値がない｡ そういうことが

ある程度見通された中で､ 首都圏につながる千

葉の工業地帯､ そこに住民たちのさまざまな思

いがあったと思いますが､ 結局それが実現しな

かった｡

そういう意味では､ 地域開発と地方の問題点

が改めて今日的な課題になっています｡ かけ声

は ｢地方の時代｣ と言っていますが､ 要するに

地方分権のかけ声の中で､ むしろ地方が置き去

りにされているという厳しい状況と､ 過去の経

緯を結び付けたところで､ 何か総合的な地域研

究というものがないものかと思います｡

浅川：そういう意味では､ もう１回行ってみる

のは面白いかもしれませんね｡

共同研究を行うために

浅川：このときは､ 近代化とか都市化の最先端

を走っていたような地域の変貌に対して､ 社会

学部のスタッフみんなが関わることができて､

社会学的な見方もでき､ 福祉行政がどうなって

いるのか､ 福祉の事業がどうなっているのかと

いう観点から福祉の先生たちも入ってこられま

した｡ 今はどうでしょう､ 私たちにできますで

しょうか｡ 地域調査を福祉の先生たちと一緒に

できますか｡

大瀧：今､ コアな福祉の領域でも､ 施設から地

域へという流れが主流ですし､ 地域の高齢化問

題などは､ 政策系の方､ 私のような医療・保健

を専門とするものにとっても共通の関心がある

領域です｡ それを一つの､ 君津だったら君津と

いうエリアでまとめて､ 多角的に調査・分析し

ていくという形ならば可能かもしれませんね｡

しかしそのためには､ 強力なリーダーシップを

持ってまとめていく力が学部の中で働かないと

難しいと思います｡ 社会学科はいかがですか｡

橋本 (敏)：スタッフそれぞれの専門性の問題

と､ それをどこで緩やかにつなげるか｡ がっち

り枠組みを合わせるのは難しいと思います｡ し

かし､ 全く無関係なものを一つに合わせるのも

意味のないことなので､ 少し緩やかにつながる
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ような枠組みを設定して､ だれかがやって ｢こ

の指止まれ｣ じゃなくて､ 相談をしながら､ 研

究所の主任会議というか､ スタッフの先生たち

がそういう話を積み上げながら､ 研究所として

ぜひ協力してもらいたいということで呼びかけ

ていくことが一つは必要かという気がします｡

浅川：研究所のプロジェクトとして､ 例えばこ

ういう題材があるのではないかとか､ ああいう

題材があるのではないかといったアイデアはあ

りますか｡ さっき茂先生から､ ｢もう１回君津

をやってみたら｣ という話がありましたが｡

橋本 (茂)：地域というのは､ まさに私たちの

すべての欲求を満たす生活の場ですから､ 社会

学部の先生方のそれぞれの研究関心を十分に満

たしてくれると思います｡ 私たちの出した報告

書の目次を見ても､ 生活全体に及んでいること

が分かります｡ 一つの地方都市を選び､ その全

体を調査することにすれば､ 学部の全員の参加

が可能となると思います｡ 総合調査ですから､

みんなが参加できるでしょう｡

浅川：なるほど｡ 吉原先生はいかがですか｡

吉原：お二人のおっしゃったとおりだと思いま

す｡ 郡山とか君津が終わったあと､ 学部の先生

たちがお互いにどういう研究をやっているのか

ということがわからない状況になってきている

と思います｡ そこをどうにかできるのかわかり

ませんが､ できれば､ スタッフ同士の研究交流

をする場として研究所が動いていく中で､ ｢じゃ､

こういう総合調査をやりましょうか｣ となるの

が一番理想的だと思います｡

大学の先生は忙しいから､ 同一の時間を取る

のは難しいですが､ できれば学部内の研究会を､

まずはそれぞれの専門について順番にやってい

く機会があるといいと思います｡ なかなか難し

いと思います｡

橋本 (敏)：難しいですね｡ 教員の多忙化とい

う問題は今後もずっと付いて回るでしょう｡ 今

も所長､ 主任は原則２年交代でやりますが､ あ

る意味で､ それ自体が持ち回りのような感じで

す｡ 君津調査の頃は､ 交代が必要ないというわ

けじゃないんですが､ そのプロジェクトをやっ

ている間は所長はずっと代わらなかった｡ とこ

ろが､ ｢早く任期の２年が来ないか｣ とみんな

が思っている中では､ 息の長い共同研究ができ

る仕組みが整わないと思います｡

そういう意味では､ 学部全体で大半の人が参

加して､ 研究所のプロジェクトをやろうとする

ときは､ ある程度継続的にそれを進める研究所

の体制が必要だということと､ それに合わせて

それぞれが専門で持っている個人の研究計画を

コントロールして､ 共同研究に時間を割いても

らうという体制を考えていく必要もあるかと思

います｡

吉原：予算の使い方ががらっと変わったわけで

すよね｡ 昔こういうことをやっているときには､

研究所の研究費はすべて共同研究につぎ込んだ

わけでしょう｡ 科研費も一生懸命取ってきて､

やっとこういうのができたわけですよね｡ そう

いうふうにやっていく中で､ ここにかかわらな

い人は不満を持つわけです｡ 学部のメンバーか

ら､ ｢かかわらなくても､ 研究費は使えるよう

に｣ という声が当然挙がってくるわけです｡

橋本 (敏)：こういう大きなプロジェクトがや

りにくくなって､ スモールグループみたいなか

たちになったんです｡ そのときにはまだスモー

ルグループという観念があるから､ 僕たちのと

きは､ 共同研究だという頭はあったけれど､ 気

が付くと､ 研究所予算が個人個人に予算が行く

ような仕組みになってしまっていた｡

そのことはいつか学内的にも上のところで

｢個人研究費を支給しているのに､ 研究所の予

算を個人に回すというのは問題ではないか｣ と

いう議論もあって､ 吉原さんが所長のときか､

そのちょっと前ぐらいから､ 共同研究の実を少
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しは上げるようにしましょうということで､ プ

ロジェクトに関する規定が整備されましたね｡

吉原：僕が所長のころに､ ｢かつてあったよう

な共同研究を何とか復活できないか｣ とみんな

に盛んに提唱して､ 所員会議ではそういうこと

になりました｡ それを実態として動くように一

生懸命やってくれたのが､ 宮田先生だと思いま

す｡ 沖縄の前に｡

橋本 (敏)：それでも､ やはりなかなかそうい

うふうにはなっていかない｡

ここのところ､ 学部スタッフのいろいろな人

が利用しているというより､ 利用するメンバー

が少し固定ぎみという現象も見て取れます｡ 大

勢の人に使ってもらうとか､ 大勢の人でやろう

という趣旨から言うと､ 個人化していくという

逆の現象が出ている矛盾をどうやって克服する

かということも､ 研究所として大きなプロジェ

クトをやる際には考えなければいけない問題だ

と思います｡

浅川：それに向けてのアドバイスをいただきた

いと思います｡ みんなで共同するために､ 総合

的に見ることができるように一つの地域を取り

上げるというのが茂先生のアイデアでした｡ み

んなの問題意識を擦り合わせていくことが必要

というのが吉原先生の話でありましたし､ 敏雄

先生からは､ 研究所の制度や体制を作っていく

ことが必要だというアドバイスをいただきまし

た｡ 例えばテーマとして､ ｢社会学部付属研究

所がこんなことをやっているんだ｣ というふう

に外に向けて発信していくときに､ こんなテー

マを取り上げたらいいのではないかというテー

マみたいなもので､ 何かアドバイスをいただく

ことはできないでしょうか｡

先ほどは､ ｢みんながいろいろなテーマを持っ

ているから､ 総合的にやればいいんだ｣ とおっ

しゃいましたが､ その発想を変えて､ 逆に研究

としてこんなテーマで売り出していったら､ 明

学としては面白いんじゃないかみたいなことは

ありますか｡

橋本 (敏)：以前から自己点検・評価の ｢学部

の理念｣ というところで､ 繰り返し書かれてき

たのは､ ｢社会的に弱い立場の人のために｣ と

いうところに社会学部創設の重要な理念があり､

そのために社会学科があり､ 福祉学科があると

いうことだったと思います｡

明学の社会学部付属研究所の在り方としては､

どのようなテーマであれ､ そういうものを主軸

に押し出していけば筋が通っていくのではない

でしょうか｡

逆から言うと､ 今の日本の社会状況はまさに

そのような視点が改めて求められる時代に入っ

たのではないかとも思います｡ 政治の乱れもあ

り､ 福祉や医療の破壊など民生にかかわる部分

がいろいろと弱ってきている｡ しかも地域とい

うレベルでそれが相当重い足かせとして現象し

ている｡

そういう意味では､ 60年代・70年代の高度成

長とその後の停滞の時期の地域研究と､ また違

う現代的な地域研究の意義が出てきたのではな

いかと思うわけです｡ 福祉の先生も一緒に考え

ていただけるかと思います｡

浅川：なるほど｡ 吉原先生はいかがですか｡

吉原：賛成です｡ 地域で言うと､ もちろん郡山

とか君津もいい案だと思いますが､ もう一つ地

元である港区というのはいったいどういう地区

なのだろうかということを､ 今の視点も入れな

がら考えてみてはいかがでしょうか｡ 70年代・

80年代と今と比べたら､ 激変したと思うんです｡

まるで様相を異にした地域になっていて､ 地域

社会が成り立っているのかどうかわからない状

況になっていると思います｡

港区も最近は随分熱心になってきたようです

ので､ タイアップしてできるのではないかとい

う気がします｡ 港区の調査を個人的にやってい
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る先生もいます｡

浅川：そうですね｡ 福祉の先生たちはいろいろ

やっていますよね｡

大瀧：河合先生が､ 独り暮らしの高齢者の調査

をなさっています｡

橋本 (敏)：ソーシャルワークの実践もありま

すね｡

大瀧：相談・研究部門では港区の社会福祉協議

会とタイアップして事業を行ったり､ 子育て中

のお母さんたちのサークル支援を行うなど､ 前

よりはかなり地域とのつながりが深くなってき

ています｡

吉原：そういうのをベースにしながら､ 可能な

状況になってきているかもしれないですよね｡

浅川：そうですね｡ 茂先生､ いかがですか｡

橋本 (茂)：こうやって見ると､ それなりに研

究所は､ 地域研究にしてもいいものを出してき

ているという気がする｡ それがこの研究所から

出ているということは､ その伝統を生かしていっ

たほうがいい｡ 弱者が一つの地域の中でどうい

うプロセスの中で出てきているか｡ 君津の中に

もいろいろ出てきていると思う｡

産業の変化と弱者の現れと､ それに対する福

祉の問題を総合的にとらえて｡ 明治学院の社会

学部はそれを担えるだけの人をそろえていると

いう利点を生かして､ 地方都市の研究の伝統も

生かして出したほうがいいという気がする｡

社会学部付属研究所に対する期待

浅川：最後に､ 今後の社会学部付属研究所に期

待することをおっしゃっていただけますでしょ

うか｡

橋本 (茂)：明学の社会学部のいいところは､

いろいろな分野をカバーしているところです｡

その利点を生かすためのプロジェクトを提案で

きるところが付属研究所だと思います｡ 社会学

部の利点を生かせるようなプロジェクトを立案

できる付属研究所であってほしいと思います｡

浅川：敏雄先生､ いかがですか｡

橋本 (敏)：今後の方向ということでそういう

ものができてくれればいいという期待はほとん

ど茂さんと同じです｡ しかし､ それだけにそれ

は大変難しいだろうという部分も含めて､ 全体

的な共通テーマをどのように設定していくかと

いうことが気になります｡

浅川：社会問題や､ 社会的に弱い立場の人たち

のために､ みんなで共同できればということで

しょうかね｡

吉原：私は別の観点からです｡ 昨年学内学会の

主任をやった経験からですが､ 学内学会の学生

部門が活発に活動すると､ 学部の学生たちが元

気になるような気がするんです｡ 学内学会はこ

の研究所の一部門として認められているのです

が､ 学部スタッフの先生たちの学内学会に対す

る理解が十分ではない気がします｡ 学内学会の

意義を学部で再確認し､ その活動をもう少し活

発にするにはどうしたらいいのかを検討してい

ただけたらいいな､ と思います｡

清水先生が学内学会の主任だったときに､ ど

ういう方法を使ったかわかりませんが､ 学生さ

んが20名ほど学生委員となってくれて､ 大変幸

福なことに､ その学生たちが大活躍するときに､
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僕が主任になったんです｡ かれらは､ ものすご

く活発で､ いい活動ができたと思います｡

先生たちとの齟齬があったりして､ 私の責任

もあるんですけれども､ 学内学会は別物という

か､ ｢正式の組織ではないんでしょう｣ みたい

な雰囲気もあるように聞いていますので､ そこ

ら辺をもう少しうまくやってもらうと､ もっと

学部が盛り上がっていくのではないか｡

浅川：わかりました｡ 本日､ 約２時間話をして

いただきました｡ 最初に､ 社会学部付属研究所

の設立の歴史と､ その中で行われてきた大規模

な地域調査の実績についてお話をいただきまし

た｡ そのような共同研究をやっていくにあたっ

て､ どんなことが考えられるのかといったアド

バイスをいただきました｡ その中には､ 地域研

究をやるとか､ こういうテーマがいいのではな

いだろうかということも含まれます｡ 最後に

｢この社付研を大事にしていってほしい｣ とい

う先生方の熱い思いを語っていただきました｡

今日は､ お忙しい中､ 本当にありがとうござい

ました｡

座談会 ｢社会学部付属研究所に期待すること｣

― 11 ―

先生方



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 0
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
    /FutoGoB101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /FutoMinA101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /GothicBBB-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun34-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun501-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MidashiGo-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MidashiMin-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MtGothic-Medium-It
    /Ryumin-Bold-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Heavy-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Light-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Regular-Bibl-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Ultra-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Bold-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Light-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Medium-Biblo-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Regular-Bibl-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Ultra-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinseiKai-Biblos-83pv-RKSJ-H
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /None
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


